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【論文の課題】 
近年は監視社会といわれるように，街に出れば至る所に防犯用の監視カメラを見かける．
商店街，学校，空港，駅などで視線を天井へと移せば，一定区画ごとに監視カメラが設置
されているのがわかる．このような社会背景の進展に従い，他者の監視（映像機器による
監視）がヒトの空間的注意にどのような影響を及ぼすのかを明らかにすることは重要であ
る．たとえば，多くのタクシー，バス，トラック事業所では，安全運転教育や車内の安全
化を目的として，映像型ドライブレコーダーあるいは車内記録カメラの導入が年々進めら
れているが，このような映像監視機器を搭載することによって運転者の注意機能がどのよ
うに変化するのかは明らかにされていない．車両の運転場面では，運転従事者は対向車や
歩行者などに注意を配り，同時に標識や信号にも注意を向けその変化を検出する．注意が
うまく機能しないことで様々な見落としが生じることはよく知られているため，空間的注
意が重要な要因となる文脈では，他者の監視（あるいは映像機器による監視）が空間的注
意にもたらす効果を明白にしておく必要がある． 
本論文は，他者に監視された状態において，注意の空間的な選択機能（空間的注意）が
どのように変化するのかを検討することを目的としている．空間的注意は，演劇舞台上の
スポットライトのように，空間的な範囲に制限があり，そのサイズは様々な要因でズーム
レンズのように変化すると考えられている．そこで本研究は，他者の存在が空間的注意の
範囲にいかに影響を及ぼすかを実験により明らかにし，得られた知見の社会的意義を考察
する． 
 
 
【論文の構成】 
 
はじめに 
 
1. 代表的な注意の理論 
1. 1. 初期選択説と後期選択説に関する議論：聴覚の選択的注意研究 
1. 2. 初期選択説と後期選択説に関する議論：視覚の選択的注意研究 
1. 3. 注意の負荷理論 
1. 4. 空間的注意に関する研究 
1. 5. 選択的注意と空間的注意の関係―知覚負荷による空間的注意の焦点化 
 
2. 他者の存在と空間的注意の関係 
2. 1. 他者の監視によって空間的注意は焦点化するか？ 
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2. 2. ビデオカメラによる監視・録画がもたらす効果 
2. 3. 本研究の目的 
 
3. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―フランカー課題による検討― 
3. 1. 倫理的配慮 
3. 2. 実験 1 
3. 3. 実験 2 
3. 4. 実験 3 
3. 5. 実験 4 
3. 6. 実験 5 
3. 7. まとめ 
 
4. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―視覚探索課題による検討― 
4. 1. 信号検出理論 
4. 2. 倫理的配慮 
4. 3. 実験 6 
4. 4. 実験 7 
4. 5. 実験 8 
4. 6. 実験 9 
4. 7. まとめ 
 
5. 他者の監視を利用した出現頻度の低いターゲットの見落としの抑制 
5. 1. 低出現頻度効果の生起要因 
5. 2. 他者の監視による低出現頻度効果の相殺 
5. 3. 倫理的配慮 
5. 4. 実験 10 
 
6. 総合考察 
6. 1. なぜ他者の監視によって空間的注意が焦点化するのか？ 
6. 2. 他者の監視による視覚探索中の判断基準の変化 
6. 3. 他者の監視とワーキングメモリの関係 
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6. 4. 自身を見つめる顔画像を用いた先行研究との関係 
6. 5. 実験室実験を行う際の留意点 
 
おわりに 
 
 
【論文の要旨】 
 
はじめに（序章） 
 近年の注意研究やその理論の限界を，現代の監視社会の進展と関連づけて論じ，他者の
監視が空間的注意に及ぼす効果を検討することの意義をまとめた． 
 
1. 代表的な注意の理論 
 1950 年以降，Broadbend（1952，1954）の注意の選択（選択的注意）に関する研究を発
端として，さまざまな研究が展開された．本章では，Broadbend（1958）の注意の選択を説
明するフィルタ ・ーモデルに代表される初期選択説，後期選択説（Deutsch & Deutsch, 1963），
注意の負荷理論（注意資源の配分）（Lavie, 1995）の展開を概観した．さらに，位置に基づ
く注意の選択機能を強調する空間的注意の研究について，選択的注意に関するスポットラ
イトメタファーによる研究，空間的注意（特に空間的注意の範囲）に関するやズームレン
ズメタファーによる研究を概観した． 
 
2. 他者の存在と空間的注意の関係 
 他者（ないしは監視者）の存在が，被験者の注意に及ぼす効果に関する先行研究を概観
した．特に，他者（監視者や共行為者）の存在が空間的注意の範囲を焦点化するという実
験的研究（Baron, 1986；Huguet et al., 1999），及びそれを否定する研究（Sharma et al., 2010) 
を比較論じた．そして，空間的注意の範囲が焦点化することを否定する結果が観測された
ことは，ストループ課題（例えば，赤で書かれた“red”，赤で書かれた“yellow”などを
刺激として用いて，インク名を反応させる課題）のみを用いて検討してきたことが原因で
ある可能性を指摘し，フランカー課題および視覚探索課題を用いて，他者に監視されるこ
とで空間的注意が焦点化するかどうかを検討することの意義と，他者の監視によって焦点
化が生じることの根拠を論じた． 
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3. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―フランカー課題による検討― 
 実験 1 では，本研究の手法であるビデオカメラを介しての監視でも，他者の直接監視と
同様の効果が生じることを，ストループ課題を用いて確認した．実験 2～5 においては，フ
ランカー課題を用いて，他者に監視されることで空間的注意が焦点化するかを検討した．
実験 2，3では，フランカー課題（検出すべきターゲット刺激を N としたとき，フランカー
刺激とともに対提示する条件として，一致条件“NNNNN”と不一致条件“ZZNZZ”など
を用いる課題）を用いて，ビデオカメラを介した監視によって空間的注意が焦点化するこ
とを明らかにした．さらに，“他者に監視されている”という意識が重要な要因であること
も明らかにした．実験 4，5 においては，監視位置を被験者の前方のみ（実験 4），あるい
は後方のみ（実験 5） とした結果，前方からの監視によって空間的注意が焦点化すること
を示した．すなわち，監視するもの（本実験ではビデオカメラ）が視野に入ることが，重
要な要因であることが示唆された． 
 
4. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―視覚探索課題による検討― 
視覚探索課題（画面上の類似した刺激セットの中からターゲット刺激の有無の判断を求
める課題）を用いた 4 つの実験（実験 6～9）によって得られた結果を要約すると，以下の
ようである． (1)ビデオカメラを介した監視あるいは録画により，視覚探索課題における
ターゲット刺激のミス（見落とし）が減り，探索時間が遅くなる（実験 6，7）．(2)刺激の
セットサイズを大きくすると，監視条件の反応時間がセットサイズに依存して有意に長く
なることから，監視は探索過程にのみ影響を及ぼしていることが示唆される（実験 8，9）． 
(3)信号検出理論による分析から，監視により，課題に対する弁別感度 d’が上昇し，判断基
準 cが反保守化する傾向が示された．以上より，視覚探索課題においても，他者に監視さ
れることで空間的注意が焦点化されることが示された． 
 
5. 他者の監視を利用した出現頻度の低いターゲットの見落としの抑制 
 ターゲット刺激の出現頻度が非常に低い場面（空港の手荷物検査など）では，習熟した
専門家であろうと，ターゲット刺激をミスしやすい，いわゆる低出現頻度効果を防止する
ことは重要である．そこで，実験 10 では，低出現頻度ターゲットによる視覚探索課題を用
いた実験により，ビデオカメラを介した監視によって，低出現頻度ターゲットのミスが抑
制される傾向を明らかにした．また，信号検出理論による分析により，ミスの抑制は判断
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基準 cの反保守化（あるいは極端な保守化の抑制）が関与していることも示唆された． 
 
6. 総合考察 
 実験 1～10 で得られた知見を要約した後に，他者の監視が空間的注意の焦点化を引き起
こすメカニズムについて，先行研究と関連づけて考察した．特に，“他者に監視されている”
という意識が注意資源を消費し，視覚的注意に配分する資源が少なくなるために注意の範
囲が焦点化される可能性を論じた．また，他者の監視が判断基準の反保守化をもたらすこ
とから，他者の監視が空間的注意の焦点化のように初期選択的に情報処理に影響を及ぼし
ているばかりではなく，後期選択的な情報処理にも影響を与えることが考察された． 
 
おわりに 
 本研究で得られた知見とその社会的な意義を述べた．特に，日常生活（例えば，自動車
運転場面）における映像監視機器のデザインとの関連から，本研究の今後の可能性に言及
した． 
 
 
【審査結果】 
 本論文は，他者の監視が空間的注意の範囲にいかに影響を及ぼすかに関して，ストルー
プ課題に加えて，新たにフランカー課題，視覚探索課題を用いた実験を積み重ねて体系的
に論じた意欲的な論文である．本論文の主たる成果は次の通りである． 
 
(1) ストループ課題に加えて，フランカー課題，視覚探索課題においても，ビデオカメラ
を介した他者の監視が空間的注意の焦点化をもたらすことを実証した．その際に，単に他
者（監視カメラ）が存在するだけではなく，“他者に監視されている”という意識が空間的
注意の焦点化に重要な要因であることを明らかにした． 
(2) フランカー課題はターゲット刺激とフランカー刺激間の距離を操作することによって，
視覚探索課題は画面上のセットサイズを操作することによって，反応時間から空間的注意
の範囲が変化することを推測することができる．このような実験的操作を用いて，他者の
監視による空間的注意の範囲の変化を明らかにした． 
(3) ターゲット刺激の出現頻度がきわめて低い場面（空港の手荷物検査など）では，習熟
した専門家であろうと，低出現頻度のターゲットをミスしやすく，それが大事に至ること
もあるので，低出現頻度効果を抑制することは重要な課題である．本研究の実験 10では，
このような低出現頻度効果の抑制にも監視効果が有効であることを示しており，一連の実
験で得られた知見の社会的意義を明らかにしている． 
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 以上のように，視覚的な課題における他者による監視の効果を明らかにしたことは，認
知心理学の基礎的知見のみならず社会的な意義においても，本論文の貢献は極めて大きい． 
しかし，本研究分野にはまだ多くの課題も残っている．たとえば，他者の監視による空
間的注意の焦点化がいかにして生じるかについては，さまざまなメカニズムが考えられ，
さらなる研究が必要と思われる．また，空間的注意の範囲の焦点化と信号検出理論による
判断基準 cの反保守化との関係が本論文で考察されてはいるが，より一層の理解のために
は今後の研究の展開が期待される． 
 
 このように今後の課題は幾つか残されているが，膨大な先行研究を体系づけるとともに，
先行研究における実験では見落とされてきた実験条件を加えて，地道な実験を積み重ねて
得た知見は，基礎的，応用的研究として高く評価できる．平成 27 年 3月 26日の公開審査
においても，宮﨑 由樹の高度な学識と見識が確認されると同時に，宮﨑 由樹の一連の研
究がこの分野において大きく貢献していることが確認された．よって審査員一同は，宮﨑 
由樹に博士（心理学）の学位を授与することが適当であると判断した． 
 
